
と
び
ら
の
こ
と
ば

混迷・激動の時代の 
高校教育を考える

90
年
代
に
教
科
研
は
、「
こ
れ
ま
で
の
高
校
の
学
習
内
容
、
と
く
に
普
通
教
育
の

そ
れ
が
、
戦
前
の
旧
制
中
等
学
校
と
同
じ
く
、
大
学
で
の
学
問
習
得
の
基
礎
と
さ
れ

て
お
り
、
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
全
体
も
各
教
科
の
学
び
を
総
合
し
て
、（
生
徒
）
そ
れ
ぞ

れ
の
人
生
観
・
社
会
観
の
形
成
に
資
す
る
よ
う
に
は
構
成
さ
れ
て
は
い
な
い
」
と
い

う
指
摘
を
し
た
（『
高
校
教
育
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
ー
』
国
土
社
、
１
９
９
６
）。

そ
の
と
き
か
ら
18
年
が
経
つ
。
少
子･

高
齢
化
、
経
済
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
や
産
業

構
造
の
変
化
、
経
済
不
況
、
非
正
規
雇
用
な
ど
が
拡
大
、
進
行
す
る
。
学
校
教
育
も

こ
う
し
た
混
迷
の
な
か
に
あ
る
。「
勝
ち
組
」「
負
け
組
」
を
生
み
出
す
普
通
科
高
校

の
多
様
化
・
階
層
化
は
限
り
な
く
進
ん
だ
が
、
普
通
教
育
と
し
て
の
教
科
内
容
／
カ

リ
キ
ュ
ラ
ム
、
普
通
科
高
校
の
中
身
は
何
も
変
わ
っ
て
い
な
い
。
生
徒
一
人
ひ
と
り

の
「
人
生
観
・
社
会
観
」
の
形
成
に
は
ほ
ど
遠
い
。

各
地
の
進
学
校
で
は
「
詰
め
込
み
教
育
」「
進
学
競
争
・
狂
騒
」
が
展
開
さ
れ
る
。

学
ぶ
こ
と
に
意
味
を
見
出
せ
ず
、
苦
役
な
だ
け
の
授
業
を
必
死
に
耐
え
て
過
ご
す
高

校
生
は
多
い
。「
学
び
の
空
洞
化｣

は
ま
す
ま
す
進
行
し
た
。

一
方
、
少
子
・
高
齢
化
、
限
界
集
落
化
、
経
済
の
疲
弊
が
す
す
む
地
域
で
、
政
府

が
立
ち
上
げ
た
「
地
方
創
生
」
と
は
必
ず
し
も
合
致
し
な
い
立
場
か
ら
、｢

地
域
の

存
続
に
と
っ
て
高
校
の
存
続
／
維
持
が
不
可
欠｣

と
頑
張
っ
て
い
る
自
治
体
や
高
校

が
、
全
国
に
は
い
く
つ
も
あ
る
。

い
ま
、
注
目
す
べ
き
事
例
や
課
題
を
拾
い
出
し
て
み
た
。
一
元
的
な
尺
度
・
競
争

で
は
、
何
と
も
な
ら
な
い
こ
と
を
各
論
文
か
ら
学
び
と
っ
て
ほ
し
い
。


